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本日の内容
•デジタルアーカイブとは 
• 博物館デジタルアーカイブの状況 
• 電子化のその後 
• 電子展示やバーチャル展示の事例 
• マッシュアップによる 
の事例 
• 　　　　 の事例

エンリッチメント

可視化



デジタルアーカイブ
• アーカイブとは、 
• 収集した資料・標本を「分類」し、「管理情報
を付加して保存管理し探せる状態にする」、
「利用する」というのが基本概念 

• デジタルアーカイブとは、 
• 有形・無形の文化・科学・産業資源等をデジタ
ル化により保存し、検索により利用者の求めに
応じ多様な情報を持ったメディアで継続的に提
供し、人々の意思決定や創造的活動に活用する
システム

(井上，2020)

(井上，2020)

収集・整理した標本・資料の情報の電子化・保存
だけでなく、その利活用までが含まれる

定義



博物館デジタルアーカイブ
• 博物館法改正後の博物館業務 
• 「博物館資料をデジタル化して保存（＝デジタ
ル・アーカイブ化）し、インターネット等を通
じて公開する」ことを重視業務と位置付け 

• デジタルアーカイブの状況

作成 24.4%(n=1530)
公開全公開 9.1%(n=373) 一部公開 66.8%(n=373)

デジタルアーカイブの作成と利活用にむけた公開
の両方が重要

状況

(文化庁, https://www.bunka.go.jp/seisaku/bunkashingikai/
hakubutsukan/hakubutsukan04/02/93734001.html)

(文化庁, https://www.mizuho-rt.co.jp/case/research/pdf/
museum2020_01.pdf)



電子化のその後
• デジタルアーカイブ利活用へのステップ 
• 作成・整備した電子化情報を公開 

• メタデータなどとともに標準的なプラッフォー
ム上で、より利用しやすい形式で公開 

• データを活用したシステムとして公開

データの公開

標準的データの公開

システムとしての公開

活用

データの作成・整備・公開だけでも大きな
負荷がかかる中でどのように利活用へ 

向けた公開をおこなうか？



電子化のその後①
• 作成したデータにさらにアノテーション（注釈）
などを付与して、リッチな状態で公開する。
データキュレーション（データの整理・編集・
展示などを通してデータを利活用しやすい形で

広く公開する活動）をおこなう

データ（電子収蔵庫的なもの）と展示を 
両方公開

• 電子データとそれに解説を加えた電子展示を対
にして公開する。 
（科博IIIFデータセットと電子展示など）



IIIF画像データ
科博IIIFデータセット https://iiif.kahaku.go.jp/list/

一覧・並び替え・検索

画像閲覧(拡大・縮小)

449点

公開



電子展示
文明開化の科学者 
矢田部良吉の生涯

https://dex.kahaku.go.jp/yatabe/

本人に由来するノートや
原稿、書簡などから、矢
田部の生涯を紹介。

活用

南方熊楠 菌類図譜 
～その整然と混沌～

https://dex.kahaku.go.jp/kumagusu/

熊楠が残した「菌類彩色
図譜」などをもとに、熊
楠による菌類多様性の理
解とその生涯を紹介。



3Dモデルデータ
Yoshimoto3D(β)（　　　　　　現在、公開終了）22モデル

公開

一覧 3Dモデル閲覧 
(拡大・縮小・回転など)

検索機能などをもたせずシンプルな公開形式



バーチャル展示
THE WILDLIFE MUSEUM
https://www.kahaku.go.jp/3dmuseum/yoshimoto-vr/

活用



電子化のその後① -展示-

• 作成したデータへのアノテーション付与や 
電子展示、VR展示の製作によってデータの
見方（視点）や活用事例まで示せる。 

• 活用したものを公開するための作業負荷は 
大きい。



電子化のその後②
• 作成したデータを元にして、外部データベースの
データを収集、付与する。
マッシュアップ（他WEBサイトのデータを取
得し、自身のWEBサイトの一部のように利

用・表示）をおこなう

関連データは外部サイトから自動取得

• 作成データを核にそれと関連する情報も1度に表
示する図鑑サイトのように公開する。 
（剥製3Dデジタル図鑑“Yoshimoto 3D”）



3Dモデルデータ
Sketchfab https://sketchfab.com/KAHAKU/

公開

一覧・検索

3Dモデル閲覧 
(拡大・縮小・回転など)

45モデル



デジタル図鑑
剥製3Dデジタル図鑑 
“Yoshimoto 3D”

https://yoshimoto.kahaku.go.jp/3d/

活用

3Dモデル

IUCNレッドリスト
標本巡回地

IUCN分布図

GBIF分布図

過去の企画展示



電子化のその後② -エンリッチメント-

• 作成したデータと他データベースやサイトの
データや情報を紐つける作業と、それらの情
報を1度に表示するシステムの構築が必要と
なるが、構築後はある程度自動でのデータの
エンリッチメントが可能になる。 

• 初期投資は少し大きいが、その後は比較的負
荷が軽い状態で維持できる。



電子化のその後③
• 作成したデータを、異なる形式や異なる視点か
ら見せる。
可視化（データ、特に大量のデータの特徴を、
視覚で直観的に捉えられるようにする） 

をおこなう

既存のデータから動的サイトを構築する

• データベース上のデータを地図上にプロットし
て、まとまりとして示す。 
（海棲哺乳類ストランディングマップ）



一覧・検索

標本･観察データ データベース
海棲哺乳類ストランディングデータベース
https://www.kahaku.go.jp/research/db/zoology/marmam/drift/

10,912件
公開

レコード詳細



地図プロット
海棲哺乳類ストランディングマップ
https://www.kahaku.go.jp/research/db/zoology/marmam/map/

8,000件
活用

結果を地図へ
プロット検索



電子化のその後③ -可視化-
• 作成データの可視化手法の選択や、検索のた
めの作成データの整備や変換、表示するシス
テムの構築が必要となるが、構築後は比較的
容易にデータの継続的追加が可能になる。 

• 初期投資が少し大きいが、その後は比較的負
荷が軽い状態で維持できる。 

• 可視化により、データの継続的修正などにも
繋がる。



まとめ
• デジタルアーカイブの概念には、アーカイ
ブのデジタル化だけでなく、その活用も含
まれる。 

• デジタルアーカイブの活用を進めるために
はデータそのものの公開に加えて、より多
くの付帯情報の追加（マッシュアップによ
るエンリッチメント）や、可視化などに
よって検索利用がしやすく、直感的にデー
タを理解できる形での公開などがある。




